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飼育コウノトリの繁殖状況

コウノトリの羽数

飼育コウノトリの羽数

（2007.8.31 現在）

野生下のコウノトリの羽数

幼鳥

飛べない状態にしたペア
を放鳥拠点で飼育・繁殖
させ、巣立ちした幼鳥を
自由にさせます

方法２
適切な場所から、複数の

個体を一斉に放鳥します

方法１
飛べない状態にした複数の
メスを放鳥拠点で飼育し、
飛翔可能な複数のオスを付
近に放鳥し、繁殖させます

方法４

（2007.08.31 現在）

注： 　今年孵化した幼鳥のため性別不明

オス メス 不明 合計
コウノトリの郷公園 31 38 69
コウノトリ保護増殖センター 17 18 2 37

48 56 2 106

飛べない状態にした複数の
オスとメスを放鳥拠点で飼
育し、拠点を認知したころ
に自由にさせます

方法３

放鳥・着手・巣立ち・孵化日 オス メス 不明 合計 オス メス オス メス
方法１ 平成17年9月24日放鳥 2 3 5 1 J0232死亡 4
方法４ 平成17年9月30日着手 2 2 2 ペア不成立のため回収

(親鳥)平成17年9月30日着手 1 1 2 1 1 試験終了のため回収
(幼鳥)平成18年7月14日、21日巣立ち 1 1 2 2

方法１ 平成18年9月23日放鳥 1 2 3 3
方法３ 平成18年6月25日着手(9月24日解放) 2 2 4 4
― 平成19年7月31日野外で巣立ち 1 1 1
方法３ 平成19年6月17日着手 1 1 2 2

合計 8 12 1 21 1 3 1 16

平成１７-１８年度 方法２

平成１８年度

平成１９年度

死亡
備考 野外現存数

平成１７年

実施年度 放鳥方法
放鳥実績/野外での繁殖 回収/収容

注

W ペアに育てられていたヒナが、 ８月２日に巣立ちました。 L ペアに育てら

れていたヒナは、 巣台が低く、 巣立ちの特定が困難なため、 Wペアに育てら

れていたヒナにあわせて巣立ちしたとみなします。

これで、 今年生まれたヒナがすべて巣立ちしたことになりますので、 このコー

ナーは来年の繁殖期までお休みします。

育雛状況(羽) 備考
巣立ちしたヒナ

Lペア センター 1 ヒナの親鳥はWペア
Wペア センター 1
計 2

親鳥

コウノトリの自然放鳥は、今年で３回目を迎え

ます。野外での定着を目指し、今回３羽のコウノ

トリを放します。観覧ご希望の方は、どうぞお越

しください。

また、翌２３日（日）には、山本放鳥拠点で、

コウノトリの郷公園と地域の方々とでネットを取

り外し、収容している２羽のコウノトリを解放す

る予定です。なお、この日は観覧場所・駐車場な

どは設けておりませんので、ご了承くださいます

ようお願いします。

平成１９年度自然放鳥

日時 平成１９年９月２２日（土）

  １０：３０～１１：００

場所 豊岡市城崎町　楽々浦

ＪＲ城崎温泉駅

放鳥場所放鳥場所放鳥場所

観覧場所観覧場所
駐車場駐車場
観覧場所
駐車場

MAP
放鳥会場

野外でのヒナの巣立ち

足環の装着

　他の放鳥コウノトリや、大陸から飛来する野生のコウノトリと見分けるため、８月２３日、幼

鳥に足環を装着しました。朝７時５５分、幼鳥を誘導するために飼育員がエサの入ったバケツを

持って河谷放鳥拠点に入ると、親鳥達がそのエサを食べに拠点に入り、追うようにして幼鳥も入っ

てきました。３羽が拠点に入ったところで、コウノトリの郷公園の職員が入口のネットを閉め、

隅に追い込み、捕獲しました。まず始めに、幼鳥の健康状態をチェックするために身体計測を行

７月３１日に人工巣塔から巣立ちした幼鳥は、最初に着

地した河谷放鳥拠点を主なねぐらや活動の中心としていて、

多くの時間を親鳥と過ごしています（図 1）。エサの採り方

がまだ下手な幼鳥は、自分で採ろうとしきりに田んぼの畦

などをあさっているのですが、上手く採れないようです。

そこで、鳴いて親鳥にエサを催促します。すると親鳥は、

自分が食べたエサを吐き戻し、幼鳥に与えます（写真１）。

よくみていると、吐き戻しをするのはオス親の方が多く、

平均するとメス親が３回する間にオス親は４回ほどやって

います。

さて、見るもの全てが目新しい幼鳥は、近くにいたカラ

スや採餌中のアオサギを、ジャンプして威嚇してみたり、

また、人工巣塔近くの湿地でキツネと遭遇したときには、羽

を広げて威嚇する親鳥の後ろで、鳴き声をあげて加勢してみ

たり、と周りの生き物についても学習しています。

８月の地元の花火大会や雷など、大きな音や強い光に驚

かされることもありましたが、ケガをしたりショックで変な

行動を起こしたりということもなく、色々な経験をつんでい

ます。

飼育下の幼鳥は、巣立ち後１ヶ月くらいの間は、親鳥に

吐き戻したエサを与えてもらい、また自力でもエサを採りな

がら過ごします。この野外で産まれた幼鳥も、最近ではドジョ

ウやザリガニなどの生き物を食べる姿が観察されています。野外での生活にどんどん慣れて、立

派に自立してほしいと期待しています。

図１　8月 1日～ 25 日の間に幼鳥と親鳥が
　　　訪れた場所
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写真１　エサを催促する幼鳥と、吐き戻しを
　　　　するオス親
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２００７．９．５発行

幼鳥のその後

No.121
よ う ち ょ う ご

豊岡市百合地地区の人工巣塔で、今年７月３１日に野外で４６年ぶりに

巣立ちした幼鳥の、“その後のようす”についてお知らせします。




